
 

初
回
、
幸
先
良
く
２
点
を

先
制
す
る
が
、
３
回
ま
で
に

逆
転
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
と

な
る
。
直
後
の
４
回
表
、
西

村
凌(

法
４)

が
２
点
本
塁
打

を
放
ち
逆
転
に
成
功
す
る

と
、
２
番
手
・
高
橋
涼
平
が

好
投
を
見
せ
、
初
戦
７
ー
３

で
勝
利
し
た
。
先
発
・
今
永

昇
太(

経
２)

は
５
回
３
失
点

の
投
球
で
初
勝
利
を
挙
げ

た
。 

か
っ
た
が
「
常
に
出
た
時
に

結
果
を
出
せ
る
準
備
を
し
て

い
る
」
と
き
っ
ち
り
仕
事
を

果
た
し
た
。
４
年
生
と
し
て

「
残
り
全
勝
し
て
後
輩
た
ち

に
何
か
伝
え
ら
れ
れ
ば
良

い
」
と
残
り
試
合
に
懸
け
る

思
い
も
あ
る
。 

２
点
リ
ー
ド
の
６
回
か
ら

登
板
し
た
の
は
高
橋
涼
平
。

好
救
援
を
見
せ
、
流
れ
を
引

き
寄
せ
る
と
、
味
方
が
９
回

に
貴
重
な
追
加
点
。
４
回
を

無
安
打
に
抑
え
る
好
投
で
勝

利
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
先 

発
・
今
永
昇
太
は
こ
こ
ま
で

苦
し
い
投
球
が
続
い
て
い
た

が
、
５
回
３
失
点
で
今
季
白

星
を
手
に
し
た
。 

明
日
勝
て
ば
一
部
残
留
に

大
き
く
近
付
く
。
松
本
皐
平

主
将(

地
４)

は
「
安
心
し
な
い

で
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
に
い

き
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め

た
。 
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2013年度秋季リーグ戦 

第６週 10月 16日 

３勝５敗 

駒 大 ２００ ３００ ００２ ７ 

中 大 ０１２ ０００ ０００ ３ 

       打安点 

(５)砂 川 ３１０ 

(９)西村凌 ５１２ 

(６)下 川 ３２０ 

(８)江 越 ４１１ 

(３)福山亮 ４３１ 

(２)木 下 ５１２ 

(７)齋 藤 ５００ 

 ＤＨ長谷川 ３００ 

(４)前 田 ２１０ 

      計 3410６ 

 

▽本塁打＝西村凌 

▽二塁打＝福山亮、江越 

 

       回 打安責 

○今  永 ５ 24８３ 

  高橋涼 ４ 13００ 

 

2013年度秋季リーグ戦 

第６週 10月 17日 

３勝６敗 

中 大 ００５ ０００ ３０１ ９ 

 駒 大 ２００ ０００ ０１０ ３ 

       打安点 

(５)砂 川 ４００ 

(９)西村凌 ３１０ 

(６)下 川 ５１０ 

(８)江 越 ３２２ 

(５)福山亮 ５００ 

(２)木 下 ２００ 

 Ｈ 古 賀 １００ 

(７)齋 藤 ２００ 

 ＤＨ篠原仁 ４１０ 

(４)前 田 ３００ 

 ＰＨ柳原悟 １１１ 

 ４ 松 本 ０００ 

      計 33６３ 

 

▽本塁打＝江越、柳原悟 

▽二塁打＝西村凌、下川 

 

       回  打安責 

●谷 中 ２ 1/3 30５２ 

  高橋涼 ４ 1/3 19３３ 

  箱 島 １ 1/3 ７２０ 

  中 川 １    ４１１ 

 

 

初
回
、
主
砲
の
江
越
大
賀
（
法
３
）

が
２
点
本
塁
打
で
先
制
。
先
発
・
谷
中

文
哉
（
経
１
）
は
立
ち
上
が
り
好
調
だ

っ
た
が
３
回
相
手
打
線
に
つ
か
ま
り

降
板
。
続
く
投
手
も
流
れ
を
断
ち
切
れ

ず
７
回
ま
で
に
８
点
を
失
う
。
打
線
は

７
回
ま
で
に
三
塁
に
走
者
を
置
く
場

面
が
３
度
あ
っ
た
が
好
機
を
生
か
せ

ず
、
さ
ら
に
１
点
を
与
え
、
敗
れ
た
。 

気
持
ち
で
臨
ん
だ
。
」
と
話
し
た
通

り
、
３
回
途
中
ま
で
無
安
打
に
抑
え

る
好
投
を
見
せ
良
い
流
れ
を
呼
び

込
む
。
し
か
し
４
回
に
三
塁
打
を
打

た
れ
る
と
流
れ
は
一
転
、
連
打
を
浴

び
降
板
。
交
代
し
た
高
橋
涼
平
（
経

３
）
も
抑
え
き
れ
ず
。
こ
の
回
５
点

を
失
う
。
中
３
回
は
一
人
の
走
者
も

出
さ
ず
に
抑
え
る
が
、
７
回
、
二
者

連
続
で
四
球
を
許
し
満
塁
で
マ
ウ

ン
ド
を
降
り
る
と
３
番
手
・
箱
島
章

矢
（
文
１
）
も
四
球
で
出
塁
さ
せ
、

押
し
出
し
。
こ
の
回
、
３
点
を
追
加

さ
れ
る
。
点
差
を
追
う
打
線
は
、
７

回
ま
で
に
三
塁
に
走
者
を
置
く
好

機
が
３
度
も
あ
っ
た
が
生
か
せ
な

か
っ
た
。 

西
村
亮
監
督
は
「
甘
い
。
勝
負
際

で
自
分
た
ち
の
力
が
出
せ
な
い
こ

と
が
す
べ
て
。
切
り
替
え
ら
れ
る
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
」
と
振

り
返
る
。
８
回
代
打
で
出
場
し
た
柳

原
悟(

法
４)

が
右
越
本
塁
打
を
放
つ

が
後
続
が
続
か
ず
、
９
回
に
は
ダ
メ

押
し
の
本
塁
打
を
浴
び
、
結
果
９
対

３
で
敗
戦
を
喫
し
た 
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１
点
を
追
う
４
回
１
死
二

塁
の
場
面
、
イ
ン
コ
ー
ス
の

フ
ォ
ー
ク
を
振
り
抜
く
と

「
４
年
生
と
し
て
の
役
割
、

気
持
ち
が
結
果
に
表
れ
た
」

と
打
球
は
レ
フ
ト
ス
タ
ン
ド

へ
。
こ
こ
ま
で
出
番
は
少
な 

 

主
砲
・
江
越
大
賀
（
法
３
）

が
「
あ
の
場
面
で
は
変
化
球

し
か
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
狙
っ
て
い
た
。」
と
語
っ
た

右
越
２
点
本
塁
打
で
先
制
。

リ
ー
グ
戦
初
登
板
、
初
先
発

で
あ
る
谷
中
文
哉
（
経
１
）

は
「
や
っ
て
や
る
ぞ
と
い
う 

 

９回に今季１号本塁打を

放った柳原悟 

逆
転
弾
を
放
っ
た
西
村
凌 


